
出版記念

「福来の挑戦」「福来の挑戦」「福来の挑戦」
ふ く ら ぎ

＊福来（ふくらぎ）…氷見市地域福祉計画の愛称、福来プランが由来。
ふくらぎとは、鰤の幼魚の呼び名（富山弁）で
鰤のように出世（大きく）することを願って名付けられました。

主催・後援

主催：社会福祉法人氷見市社会福祉協議会
後援：氷見市　　日本地域福祉研究所　　富山県社会福祉協議会

開催場所

氷見市芸術文化館　ホール　他
（富山県氷見市幸町３１番９号）

「福来の挑戦」出版とセミナー開催にあたって

　このたび、40 年にわたる氷見市社協の取り組みが文献として出版されることに
なりました。長年、氷見市の地域福祉に関わってきた大橋謙策先生と私（原田正樹）が
監修をさせていただきました。長期間のプロセスをつぶさに紐解いた書籍は他に
ありません。地方の１つの社協が、どのように発展してきたのか、その過程から学ぶことが
多くあります。
　今回、出版を記念して、書籍に記されていることを関係者の「生の語り」でお聞きし、
現地で体感できるセミナーを企画しています。今回、編集作業に関わりながら、混迷
している社協も、それぞれの歴史（発展の過程）をリフレクションすることで、その

ヒントがあるのではないか。そのことは社協の固有性や優位性の再確認につながります。同時に課題
も見えてきます。そうしたことをお互いに学びあうことを意図した本セミナーに多くの皆様が参加さ
れますことを期待しています。

日本福祉大学 原田 正樹

ふくらぎ

　氷見市民、行政職員、市内福祉関係機関

下のURL 又は右のQRコードからアクセスし、Google フォームにてお申し込みください。
Google フォームが利用できない場合は、電話（７４－１８００）でお申込みください。

Google フォーム
▼QRコード▼

Google フォームURL▶

申込締切　令和５年４月１０日（月）申込方法

https://forms.gle/Rfah24c7am3RHMU66

２０２３年２０２３年

13:30〜17:0013:30〜17:00

（土）4/15（土）4/15

参加費は、当日受付で納入ください。

書籍「福来≪ふくらぎ≫の挑戦」（定価３,０００円）付き3,０００円

参加対象

参加費

氷見市地域福祉実践セミナー



高嶋　達　　　氷見市社会福祉協議会会長

大橋　謙策　氏 　NPO法人日本地域福祉研究所理事長 /富山県福祉カレッジ学長

「福来≪ふくらぎ≫の挑戦　
～氷見市社協４０年の歩み～」

「氷見市社協実践のこれまでとこれから　～氷見市社協との関わりを通じて～」

「氷見市の地域福祉実践の特長と課題

「それぞれの立場から見た氷見市社協とこれから望むこと」

「全国の市区町村社協と氷見市社協との共通点と
これからの市区町村社協のあり方」

　　～在宅福祉サービスの開発、ソーシャルサポートネットワーク、
地域共生社会の実現を目指した包括的支援体制構築のための取り組み～」

高橋　良太　氏（全国社会福祉協議会地域福祉部長）
大田　勝信　氏（都城市社会福祉協議会事務局長）
森脇　俊二　　  （氷見市社会福祉協議会事務局次長）

南市　牧　　氏（氷見市内地区社協連絡会議代表、朝日丘校区社協会長）
橋本　美紀　氏（社会福祉法人野の草会 こもれびの里施設長代理）
森　　芳克　氏（氷見市福祉介護課長）

前半
セッション

後半
セッション

コーディネーター　原田　正樹　氏（日本福祉大学学長予定者）
コメンテーター　　大橋　謙策　氏

第１部 スライドショー

第 2部 特別講演

第 3部 シンポジウム

　開会あいさつ

新型コロナウイルス感染拡大状況により、内容が変更・中止となる場合があります。中止とする場合は、各参加者（申込担当者）へ事前にご連絡します。
会場では、マスクの着用、こまめな手洗い・手指消毒の徹底等の感染対策をお願いします。
会場では、定期的な換気を行うため、体温調節可能な衣類をご準備ください。
発熱や咳、風邪症状がある方は参加をご遠慮ください。

メールfukuragi@himi-shakyo.jp

氷見市社会福祉協議会　地域福祉・ボランティア推進課
〒935-0011　氷見市中央町 12-21　氷見市いきいき元気館内

TEL 0766-74-1800 FAX0766-74-8055

問い合わせ先

　氷見市社会福祉協議会では、これまでの４０年の地域福祉実践をまとめた「福来≪ふくらぎ≫の挑戦」

を出版します。本書は、社協の発展と地域福祉の展開について、その過程を丁寧に振り返り、これから

の市区町村社協が求められる役割や機能を、社協職員として等身大の視点で考察したものです。

　市内関係者の皆様に、私たちの取り組みを多角的に評価していただき、それとともに、これからの地

域福祉のあり方や展望を共に語り合うセミナーを開催します。

プログラム


